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事例１ ⼈⼯林伐採後の広葉樹植栽等による針広混交林造成 
（四国森林管理局） 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
四国森林管理局では、多様な樹種からなる森林への誘導に向け、⼈⼯林

の伐採後に針葉樹（ヒノキ）と広葉樹の植栽による針広混交林の造成試験
を⾏ってきました。 

⾼知県⾹美市の⽴割不寒冬⼭国有林の試験地（約８ha、⽔源涵養タイ
プ）において、⼈⼯林伐採後にヒノキを植栽する区域と広葉樹を植栽する
区域、広葉樹の天然更新※を図る区域を設定しました。 

平成 20 年度から植栽等を⾏い、現在ではヒノキのほかにアラカシ、スダ
ジイ等の広葉樹を植栽した区域と天然更新を図った区域のどちらにおいて
も順調に成⻑しており、針広混交林の成林が期待できる状況になっていま
す。 

引き続き、⽣育状況を確認しつつ、必要な保育作業を⾏い、多様な森林
づくりの知⾒を得ることとしています。 
 

  

・ 高 知 県  香 美 市 （ か み し ）   
立 割 不 寒 冬 山  
(た て わ り ふ か ん と う や ま ) 
国 有 林  

・ 人 工 林 伐 採 後 に ヒ ノ キ （ 中
央 の 緑 の 濃 い 部 分 ） と 広 葉
樹 を 植 栽 し た 試 験 地 の 様 子
（ 植 栽 後 11 年 経 過 ）  




